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日野市監査委員  菅  原  直  志 

 

 

平成２１年度日野市公営企業会計決算 

審査意見について 

 

 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第２項の規定に基づき、

審査に付された平成２１年度日野市立病院事業会計決算報告書、財務諸表及び関

係証書類について審査した結果、次のとおり意見を付します。 
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平成２１年度日野市公営企業会計決算 

審   査   意   見   書 
 

 

 

第１ 審査の概要 
 

 １ 審査の対象 

   平成２１年度日野市立病院事業会計決算 

 

 

 ２ 審査の期間 

   平成２２年６月４日から平成２２年８月１１日まで 

 

 

 ３ 審査の手続 

   この審査にあたっては、市長から審査に付された決算関係書類が、公営企業

の経営成績及び財政状態を適正に表示しているかどうかを検証するため、諸会

計帳票及び証書類との照合等、通常実施すべき手続きにより審査した。 

   なお、事業が経済性及び公共性の特質を生かしているかどうかを主眼として

考察した。 
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第２ 審査の結果 
 

１ 決算諸表について 

  審査に付された決算諸表は、地方公営企業法及び関係法令に準拠して作成され、

病院事業の経営成績及び財政状態を概ね適正に表示しているものと認められた。 

 

２ 経営状況について 

 ⑴ 収益的収入及び支出について 

  ア 収 入  （表１） 

   ◎病院事業収益は、６６億９,１２２万２千円で前年度６１億２６５万４千円

と比べ、５億８,８５６万８千円（９.６％）の増加となっている。 

＜対予算収入率９０.５％＞ 

   ○医業収益は、５７億１,６９５万円で前年度４８億７,２３２万１千円と比

べ、８億４,４６２万９千円（１７.３％）の増加となっている。 

＜対予算収入率８９.０％＞ 

   ・内訳は、入院収益３４億８,８１５万１千円で前年度２７億７,７１３万１

千円と比べ、７億１,１０２万円（２５.６％）の増加、外来収益２０億２,

８２２万８千円で前年度１９億２,３７１万７千円と比べ、１億４５１万

１千円（５.４％）の増加、その他医業収益２億５７万１千円で前年度１

億７,１４７万４千円と比べ、２,９０９万７千円（１７.０％）の増加と

なっている。 

   ○医業外収益は、９億６,３７２万８千円で前年度１２億１,７５８万円と比

べ、２億５,３８５万２千円（２０.８％）の減少となっている。 

＜対予算収入率１００.０％＞ 

   ・主なものは、国庫補助金２８６万５千円で前年度３８２万３千円と比べ  

９５万８千円（２５.１％）の減少、都補助金３億４,９７１万３千円で前

年度３億６,２８０万５千円と比べ、１,３０９万２千円（３.６％）の減

少、負担金交付金５億１,３１５万２千円で前年度５億８,９１２万円と比

べ、７,５９６万８千円（１２.９％）の減少、その他医業外収益７,７１９

万６千円で前年度６,３８５万８千円と比べ、１,３３３万８千円（２０.

９％）の増加、他会計補助金２,０６５万６千円で前年度１億９,７５０万

円と比べ、１億７,６８４万４千円（８９.５％）の減少となっている。 

   ○特別利益は、１,０５４万４千円で前年度１,２７５万２千円と比べ、 

２２０万８千円（１７.３％）の減少となっている。 

＜対予算収入率２１０.９％＞ 
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表１ 

病 院 事 業 収 益 年 度 比 較 表 
（単位：円：％） 

区分 

科目 

平成２１年度 平成２０年度 差引増減 

(A)－(B) 

対20年度 

増減率 (A) 
構成 

比率 
(B) 

構成 

比率 

病 院 事 業 収 益 6,691,221,680 100.0  6,102,654,131 100.0  588,567,549 9.6 

 

医 業 収 益 5,716,950,036 85.4  4,872,321,391 79.8  844,628,645 17.3 

 

入 院 収 益 3,488,151,064 52.1  2,777,130,518 45.5  711,020,546 25.6 

外 来 収 益 2,028,228,149 30.3  1,923,716,589 31.5  104,511,560 5.4 

そ の 他 

医 業 収 益 
200,570,823 3.0  171,474,284 2.8  29,096,539 17.0 

医 業 外 収 益 963,727,864 14.4  1,217,580,404 20.0  △253,852,540 △20.8 

 

受 取 利 息 

及び配当金 
145,984 0.0  474,524 0.0  △328,540 △69.2 

国庫補助金 2,865,000 0.0  3,823,000 0.1  △958,000 △25.1 

都 補 助 金 349,712,972 5.2  362,805,000 5.9  △13,092,028 △3.6 

負 担 金 

交 付 金 
513,152,000 7.7  589,120,000 9.7  △75,968,000 △12.9 

そ の 他 

医業外収益 
77,195,908 1.2  63,857,880 1.0  13,338,028 20.9 

他 会 計 

補 助 金 
20,656,000 0.3  197,500,000 3.2  △176,844,000 △89.5 

特 別 利 益 10,543,780 0.2  12,752,336 0.2  △2,208,556 △17.3 

 

過 年 度 

損益修正益 
10,543,780 0.2  9,450,589 0.2  1,093,191 11.6 

そ の 他 

特 別 利 益 
0  0.0  3,301,747  0.1  △3,301,747 皆減 
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  イ 支 出  （表２） 

   ◎病院事業費用は、７２億１１４万９千円で前年度６８億９,７１４万３千円

と比べ、３億４００万６千円（４.４％）の増加となっている。 

＜対予算執行率９７.４％＞ 

   ○医業費用は、６９億９,８６８万５千円で前年度６６億６,１１４万３千円

と比べ、３億３,７５４万２千円（５.１％）の増加となっている。 

＜対予算執行率９７.４％＞ 

   ・主なものは、給与費３２億９,０９１万１千円で前年度３０億６,０１２万

３千円と比べ、２億３,０７８万８千円（７.５％）の増加、材料費１７億

３,８２０万９千円で前年度１５億８,１８３万２千円と比べ、１億５, 

６３７万７千円（９.９％）の増加、経費１４億８,１５２万５千円で前年

度１４億４,０６３万９千円と比べ、４,０８８万６千円（２.８％）の増

加、減価償却費４億７,０７９万８千円で前年度５億５,８４２万２千円と

比べ、８,７６２万４千円（１５.７％）の減少となっている。 

   ○医業外費用は、２億１０３万６千円で前年度２億２,７９０万６千円と比べ、

２,６８７万円（１１.８％）の減少となっている。 

＜対予算執行率９８.９％＞ 

   ・主なものは、支払利息１億９,３６０万１千円で前年度２億１５万９千円と

比べ、６５５万８千円（３.３％）の減少、電波障害維持管理費０円で前

年度２,２００万円と比べ、皆減となっている。 

   ○特別損失は、１４２万８千円で前年度８０９万４千円と比べ、６６６万６

千円（８２.４％）の減少となっている。 

＜対予算執行率２８.６％＞ 

   ・特別損失の内訳は、過年度損益修正損１４２万８千円で前年度４７９万２

千円と比べ、３３６万４千円（７０.２％）の減少、特別損失０円で前年

度３３０万２千円と比べ、皆減となっている。 
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表２ 

病 院 事 業 費 用 年 度 比 較 表 
（単位：円：％） 

区分 

科目 

平成２１年度 平成２０年度 差引増減 

(A)－(B) 

対20年度 

増減率 (A) 
構成 

比率 
(B) 

構成 

比率 

病 院 事 業 費 用 7,201,149,083 100.0  6,897,142,635 100.0  304,006,448 4.4 

 

医 業 費 用 6,998,684,600 97.2  6,661,143,415 96.6  337,541,185 5.1 

 

給 与 費 3,290,911,044 45.7  3,060,122,962 44.4  230,788,082 7.5 

材 料 費 1,738,208,819 24.1  1,581,832,163 22.9  156,376,656 9.9 

経 費 1,481,524,706 20.6  1,440,638,600 20.9  40,886,106 2.8 

減価償却費 470,797,622 6.5  558,422,489 8.1  △87,624,867 △15.7 

資産減耗費 1,578,331 0.0  2,867,404 0.0  △1,289,073 △45.0 

研究研修費 15,664,078 0.2  17,259,797 0.3  △1,595,719 △9.2 

医 業 外 費 用 201,036,190 2.8  227,905,602 3.3  △26,869,412 △11.8 

 

支 払 利 息 193,600,990 2.7  200,159,002 2.9  △6,558,012 △3.3 

繰 延 勘 定 

償 却 
0 0.0  0 0.0  0 0.0 

電 波 障 害 

維持管理費 
0 0.0  22,000,000 0.3  △22,000,000 皆減 

消費税及び 

地方消費税 
7,435,200 0.1  5,746,600 0.1  1,688,600 29.4 

特 別 損 失 1,428,293 0.0  8,093,618 0.1  △6,665,325 △82.4 

 

過 年 度 

損益修正損 
1,428,293 0.0  4,791,871 0.1  △3,363,578 △70.2 

そ の 他 

特 別 損 失 
0 0.0  3,301,747 0.0  △3,301,747 皆減 
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  ウ 診療報酬の請求と審査減の状況は、表３に示すとおりである。 

    病院事業収益の中心は診療報酬であり、診療機関が保険者（社会保険診療

報酬支払基金等）に請求し、審査委員会の審査を経て収入されるものである

が、審査委員会の査定により減点されることがある。なお、審査減について

は、見直し後再請求している。 

 

表３ 

年度別診療報酬請求と審査減の状況 

入 院 

区  分  平成21年度 平成20年度 平成19年度 

請   求 
件 数 8,033  6,370  7,360  

点 数 350,630,497  281,820,955  302,811,749  

審 査 減 
件 数 536  1,527  2,694  

点 数 507,926  919,698  1,735,168  

請 求 に 対 す る 

審査減の割合(％) 

件 数 6.7  24.0  36.6  

点 数 0.1  0.3  0.6  

外 来 

区  分  平成21年度 平成20年度 平成19年度 

請   求 
件 数 146,885  134,360  150,348  

点 数 202,182,774  191,222,275  206,696,363  

審 査 減 
件 数 1,733  1,765  3,904  

点 数 416,051  359,653  737,682  

請 求 に 対 す る 

審査減の割合(％) 

件 数 1.2  1.3  2.6  

点 数 0.2  0.2  0.4  

 

 ⑵ 経営成績について 

  ア 比較損益計算書（税抜き）は、表４に示すとおりである。 

   ・医業損失は、１１億４,１９８万５千円で前年度１６億５,４４３万４千円

と比べ、５億１,２４４万９千円（３１.０％）の減少となっている。 

   ・経常損失は、５億１,９０４万３千円で前年度７億９,９１４万７千円と比

べ、２億８,０１０万４千円（３５.１％）の減少となっている。 

   ・当年度純損失は、５億９９２万７千円で前年度７億９,４４８万９千円と比

べ、２億８,４５６万２千円（３５.８％）の減少となっている。 
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表４ 

比 較 損 益 計 算 書 
（単位：円：％） 

科  目 

平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度 

金   額 対前年度差引額 
対前年度 

増減率 
金   額 

対前年度 

増減率 
金   額 

医 業 収 益 (A) 5,705,616,393 843,060,242 17.3 4,862,556,151 △9.0 5,341,661,089 

 

入 院 収 益 3,487,480,359 710,924,445 25.6 2,776,555,914 △8.7 3,039,871,194 

外 来 収 益 2,026,972,687 104,448,485 5.4 1,922,524,202 △7.9 2,088,304,674 

その他医業収益 191,163,347 27,687,312 16.9 163,476,035 △23.4 213,485,221 

医 業 費 用 (B) 6,847,601,067 330,611,176 5.1 6,516,989,891 △0.9 6,573,976,790 

 

給 与 費 3,289,782,970 230,577,126 7.5 3,059,205,844 3.8 2,947,357,416 

材 料 費 1,655,438,836 148,932,013 9.9 1,506,506,823 △7.7 1,632,185,803 

経 費 1,415,064,970 41,534,805 3.0 1,373,530,165 3.7 1,323,892,815 

減 価 償 却 費 470,797,622 △87,624,867 △15.7 558,422,489 △14.3 651,283,890 

資 産 減 耗 費 1,578,331 △1,289,073 △45.0 2,867,404 57.0 1,826,105 

研 究 研 修 費 14,938,338 △1,518,828 △9.2 16,457,166 △5.6 17,430,761 

医業損益 (C)=(A)-(B) △1,141,984,674 512,449,066 △31.0 △1,654,433,740 34.3 △1,232,315,701 

医業外収益 (D) 960,765,426 △254,350,050 △20.9 1,215,115,476 37.1 886,045,773 

 

受取利息及び配当金 145,984 △328,540 △69.2 474,524 △27.0 649,782 

国 庫 補 助 金 2,865,000 △958,000 △25.1 3,823,000 △3.5 3,963,000 

都 補 助 金 349,712,972 △13,092,028 △3.6 362,805,000 0.9 359,478,000 

負 担 金 交 付 金 513,152,000 △75,968,000 △12.9 589,120,000 28.0 460,145,000 

その他医業外収益 74,233,470 12,840,518 20.9 61,392,952 △0.7 61,809,991 

他 会 計 補 助 金 20,656,000 △176,844,000 △89.5 197,500,000 皆増 0 

医業外費用 (E) 337,823,642 △22,005,316 △6.1 359,828,958 △4.2 375,710,059 

 

支 払 利 息 193,600,990 △6,558,012 △3.3 200,159,002 △2.1 204,485,434 

繰延勘定償却 0 0 0.0 0 皆減 21,410,404 

電波障害維持管理費 0 △20,952,381 皆減 20,952,381 206.3 6,840,000 

消 費 税 7,435,200 1,688,600 29.4 5,746,600 △24.6 7,624,200 

雑 損 失 136,787,452 3,816,477 2.9 132,970,975 △1.8 135,350,021 

医業外損益 (F)=(D)-(E) 622,941,784 △232,344,734 △27.2 855,286,518 67.6 510,335,714 

経常損益 (G)=(C)+(F) △519,042,890 280,104,332 △35.1 △799,147,222 10.7 △721,979,987 

特 別 利 益 (H) 10,543,780 △2,208,556 △17.3 12,752,336 △88.5 110,732,987 

 
過年度損益修正益 10,543,780 1,093,191 11.6 9,450,589 △69.2 30,732,987 

特 別 利 益 0 △3,301,747 皆減 3,301,747 △95.9 80,000,000 

特 別 損 失 (I) 1,428,293 △6,665,325 △82.4 8,093,618 △90.2 83,001,644 

 
過年度損益修正損 1,428,293 △3,363,578 △70.2 4,791,871 59.6 3,001,644 

特 別 損 失 0 △3,301,747 皆減 3,301,747 △95.9 80,000,000 

特別損益 (J)=(H)-(I) 9,115,487 4,456,769 95.7 4,658,718 △83.2 27,731,343 

当年度純損益 (K)=(G)+(J) △509,927,403 284,561,101 △35.8 △794,488,504 14.4 △694,248,644 

前年度繰越利益剰余金 △5,890,171,973 △794,488,504 15.6 △5,095,683,469 15.8 △4,401,434,825 

当 年 度 未 処 理 欠 損 金 6,400,099,376 509,927,403 8.7 5,890,171,973 15.6 5,095,683,469 
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  イ 病院利用状況は、表５に示すとおりである。 

 

表５ 

病院利用状況等年度比較表 

区   分 平成21年度 平成20年度 平成19年度 

対20年度 

増減率 

（ポイント） 

備   考 

病 床 数 
床 

300 
床 

300 
床 

300 0.0  

病 床 利 用 率 
％ 

74.9 
％ 

63.0 
％ 

67.1 11.9 
年延入院患者数 

――――――――×100 
年延病床数 

患 

 

 

 

 

 

者 

 

 

 

 

 

数 

入 

 

院 

年 間 
人 

82,048 
人 

68,954 
人 

73,643 19.0 年延入院患者数 

一 日 平 均 
人 

224.8 
人 

188.9 
人 

201.2 19.0 
年延入院患者数 
――――――― 
入院診療日数 

外 

 

来 

年 間 
人 

199,987 
人 

188,674 
人 

208,128 6.0 年延外来患者数 

一 日 平 均 
人 

826.4 
人 

776.4 
人 

849.5 6.4 
年延外来患者数 
――――――― 
外来診療日数 

合 

 

計 

年 間 
人 

282,035 
人 

257,628 
人 

281,771 9.5 年延入院＋外来患者数 

一 日 平 均 
人 

1,051.2 
人 

965.3 
人 

1,050.7 8.9 
年延入院患者数  年延外来患者数 
―――――――― ＋ ――――――――- 
入院診療日数   外来診療日数 

外来・入院患者 

比 率 

％ 

243.7 
％ 

273.6 
％ 

282.6 △29.9 
年延外来患者数 

――――――――×100 
年延入院患者数 

職
員
一
人
当
た
り
患
者
数 

医 

 

師 

入 院 
人 

5.5 
人 

5.4 
人 

6.0 1.9 
年延入院患者数 
――――――― 

年延医師数 

外 来 
人 

13.5 
人 

14.8 
人 

17.1 △8.8 
年延外来患者数 
――――――― 

年延医師数 

看
護
部
門
職
員 

入 院 
人 

1.1 
人 

1.0 
人 

1.1 10.0 
年延入院患者数 

――――――――― 
年延看護部門職員数 

外 来 
人 

2.8 
人 

2.7 
人 

3.1 3.7 
年延外来患者数 

――――――――― 
年延看護部門職員数 

対 

医 

業 

収 

益 

比 

材 

料 

費 

薬 品 費 
％ 

18.2 
％ 

21.3 
％ 

20.9 △3.1 
薬品費 

――――×100 
医業収益 

診 療 材 料 費 
％ 

11.2 
％ 

10.2 
％ 

10.1 1.0 
診療材料費 

―――――――×100 
医業収益 

そ の 他 医 療 

材 料 費 

％ 

1.0 
％ 

1.0 
％ 

0.9 0.0 
その他医療材料費 
――――――――×100 

医業収益 

合 計 
％ 

30.4 
％ 

32.5 
％ 

32.0 △2.1 
医療材料費 
―――――×100 
医業収益 

給 与 費 
％ 

57.6 
％ 

62.8 
％ 

55.1 △5.2 
給与費 

―――――×100 
医業収益 
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  ウ 診療科別利用状況は、入院(表６)、外来(表７)に示すとおりである。 

 

 

表６ 

診 療 科 別 利 用 状 況 年 度 比 較 表 

入 院                           （単位：人：％：点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 科 24,525 29.9 84,576,997.5 24.2 21,332 30.9 67,454,933.4 24.3 15.0

循 環 器 科 9,147 11.1 50,865,252.4 14.6 3,365 4.9 21,423,653.4 7.7 171.8

小 児 科 3,362 4.1 13,063,544.3 3.7 303 0.4 1,338,522.7 0.5 1,009.6

外 科 14,212 17.3 67,755,587.6 19.4 16,098 23.3 74,764,652.9 26.9 △ 11.7

整 形 外 科 17,666 21.5 76,126,277.0 21.8 17,039 24.7 67,004,809.7 24.1 3.7

脳 神 経 外 科 0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

皮 膚 科 913 1.1 3,265,134.0 0.9 944 1.4 3,498,933.3 1.3 △ 3.3

泌 尿 器 科 3,357 4.1 12,923,451.7 3.7 2,791 4.0 11,220,261.1 4.0 20.3

産 婦 人 科 4,517 5.5 19,310,094.7 5.5 2,247 3.3 9,019,692.5 3.2 101.0

眼 科 1,140 1.4 6,368,579.1 1.8 1,438 2.1 7,326,391.8 2.6 △ 20.7

耳 鼻 咽 喉 科 2,344 2.9 11,169,946.6 3.2 2,093 3.0 10,718,193.6 3.9 12.0

歯 科 口 腔 外 科 306 0.4 1,329,679.7 0.4 418 0.6 1,659,629.9 0.6 △ 26.8

放 射 線 科 0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0

麻 酔 科 559 0.7 2,060,561.8 0.6 886 1.3 2,283,377.5 0.8 △ 36.9

合　　　　計 82,048 100.0 348,815,106.4 100.0 68,954 100.0 277,713,051.8 100.0 19.0

構成比
率

構成比
率

延患者数
構成比

率
収入点数

                           区 分

 科  別

平 成２１年度 平 成２０年度
対20年度
延患者数
増減率延患者数

構成比
率

収入点数
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表７ 

診 療 科 別 利 用 状 況 年 度 比 較 表 

外 来                           （単位：人：％：点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 科 （ 透 析 含 む ） 44,550 22.3 71,368,166.1 35.2 45,713 24.2 64,873,363.3 33.7 △ 2.5

循 環 器 科 10,240 5.1 11,550,797.4 5.7 6,687 3.5 7,899,448.9 4.1 53.1

小 児 科 9,027 4.5 6,970,704.1 3.4 3,732 2.0 3,145,648.9 1.6 141.9

外 科 16,275 8.1 33,146,792.2 16.3 19,236 10.2 36,764,881.4 19.1 △ 15.4

整 形 外 科 31,545 15.8 19,198,701.6 9.5 29,807 15.8 19,428,715.1 10.1 5.8

脳 神 経 外 科 3,778 1.9 3,687,209.6 1.8 4,080 2.2 4,103,150.8 2.1 △ 7.4

皮 膚 科 13,381 6.7 5,270,727.5 2.6 13,261 7.0 5,731,490.5 3.0 0.9

泌 尿 器 科 15,145 7.6 15,470,820.8 7.6 15,006 8.0 16,289,833.6 8.5 0.9

産 婦 人 科 13,229 6.6 9,486,156.1 4.7 10,024 5.3 7,624,501.9 4.0 32.0

眼 科 9,186 4.6 5,964,499.2 2.9 9,440 5.0 6,499,076.6 3.4 △ 2.7

耳 鼻 咽 喉 科 15,323 7.7 9,785,088.3 4.8 15,132 8.0 9,492,180.8 4.9 1.3

精 神 科 3,532 1.8 1,964,711.1 1.0 3,112 1.6 1,797,617.3 0.9 13.5

歯 科 口 腔 外 科 6,799 3.4 3,908,263.2 1.9 6,129 3.2 3,552,036.4 1.8 10.9

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 2,810 1.4 1,195,847.7 0.6 2,861 1.5 1,122,185.0 0.6 △ 1.8

放 射 線 科 438 0.2 1,173,249.4 0.6 512 0.3 1,335,412.2 0.7 △ 14.5

麻 酔 科 4,729 2.4 2,681,080.6 1.3 3,942 2.1 2,712,116.2 1.4 20.0

合　　　　計 199,987 100.0 202,822,814.9 100.0 188,674 100.0 192,371,658.9 100.0 6.0

平 成２１年度 平 成２０年度                           区 分

 科  別

対20年度
延患者数
増減率延患者数

構成比
率

収入点数
構成比

率
延患者数

構成比
率

収入点数
構成比

率
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  エ 職員配置状況は、表８に示すとおりである。 

 

表８ 

職 員 配 置 状 況 年 度 末 比 較 表 
（単位：人） 

年度 

区分 
平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度 

対 2 0 年 度 

差 引 増 減 

医 師 ４０ ３７ ３４ ３ 

看 護 職 員 １９７ １９３ １８２ ４ 

医 療 技 術 職 員 ４１ ３７ ３７ ４ 

事 務 職 員 ２１ ２１ ２０ ０ 

そ の 他 の 職 員 １ １ １ ０ 

合   計 ３００ ２８９ ２７４ １１ 

 

   ・当年度末職員総数は、３００人で前年度末２８９人と比べ、１１人（３.

８％）の増加となっている。 

   ・当年度末医師数は、４０人で前年度末３７人と比べ、３人（８.１％）の増

加となっている。 

   ・当年度末看護職員数は、１９７人で前年度末１９３人と比べ、４人（２.

１％）の増加となっている。 

   ・当年度末医療技術職員数は、４１人で前年度末３７人と比べ、４人（１０.

８％）の増加となっている。 

   ・当年度末事務職員は、２１人で前年度末と同数である。その他の職員は、

１人で前年度末と同数である。 

 

    看 護 職 員 ： 助産師、看護師、准看護師 

     医療技術職員 ： 薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、理学療法士、

作業療法士、臨床工学技士、栄養士 

     その他の職員 ： 用務員 
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 ⑶ 薬品及び貯蔵品について 

  ア 薬品使用効率の年度比較は、次表９に示すとおりである。 

   ・薬品使用効率は、７８.４％で前年度１０２.９％と比べ、２４.５ポイント

の減少となっている。 

   ・投薬薬品使用効率は、９７.７％で前年度１０６.３％と比べ、８.６ポイン

トの減少となっている。 

   ・注射薬品使用効率は、６５.５％で前年度１００.６％と比べ、３５.１ポイ

ントの減少となっている。 

 

 

表９ 

薬 品 使 用 効 率 年 度 比 較 表 
（単位：％） 

年 度 

 区 分 
平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度 備    考 

薬品使用効率 ７８．４ １０２．９ １０５．４        ×100 

 投薬薬品使用効率 ９７．７ １０６．３ １０６．８        ×100 

 注射薬品使用効率 ６５．５ １００．６ １０４．４        ×100 

 

  イ 薬品の管理について 

     薬品の管理は、入庫から出庫まで薬品管理システムで記録し事務の迅速

化が図られ、毒薬、劇薬等は薬事法に基づき普通薬品と明確に区別して保

管されており、良好な管理下にあるものと認められた。 

  ウ 貯蔵品額等の年度比較は次のとおりである。 

   ・貯蔵品額は、１億１,１１０万１千円で前年度１億１,０９４万５千円と比

べ、１５万６千円（０.１％）の増加となっている。 

    主なものは、薬品６,０３３万４千円で前年度６,００２万５千円と比べ、

３０万９千円（０.５％）の増加となっている。診療材料費４,８６４万９

千円で前年度４,８０４万１千円と比べ、６０万８千円（１.３％）の増加

となっている。 

   ・資産減耗費のうち棚卸資産減耗費は、８３万６千円で前年度１７７万円と

比べ、９３万４千円（５２.８％）の減少となっている。 

投薬注射薬品収入 

投薬注射薬品費 

注射薬品収入 

注射薬品費 

投薬薬品収入 

投薬薬品費 
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３ 資本的収入及び支出について 

 ⑴ 資本的収支状況について 

  ア 資本的収支状況は、表１０に示すとおりである。 

   ・資本的収入は、９億５,５１４万円で前年度３億６,２７２万５千円と比  

べ、５億９,２４１万５千円（１６３.３％）の増加となっている。 

〈対予算収入率１００.０％〉 

   ・資本的支出は、４億４,８７９万９千円で前年度３億５,８３２万４千円と

比べ、９,０４７万５千円（２５.２％）の増加となっている。 

〈対予算執行率９７.７％〉 

  イ 資本的収入を項別にみると、次のとおりである。 

   ・都補助金は、６,８５０万８千円で前年度６,７１９万２千円と比べ、 

１３１万６千円（２.０％）の増加となっている。 

   ・出資金は、１億９,６５５万６千円で前年度１億９,２８７万円と比べ、 

３６８万６千円（１.９％）の増加となっている。 

   ・寄附金は、１３万円で前年度６万円と比べ、７万円（１１６.７％）の増加

となっている。 

   ・他会計補助金は、８ ,９９０万円で前年度１億２５０万円と比べ、 

１,２６０万円（１２.３％）の減少となっている。 

   ・新たに他会計からの長期借入金６億円が借入された。 

  ウ 資本的支出を項別にみると、次のとおりである。 

   ・建設改良費は、９,３１８万７千円で前年度１,５９１万３千円と比べ、７,

７２７万４千円（４８５.６％）の増加となっている。 

   ・企業債償還金は、３億４,８３４万２千円で前年度３億４,１４９万８千円

と比べ、６８４万４千円（２.０％）の増加となっている。 

   ・基金積立金は、１７万６千円で前年度１６万３千円と比べ、１万３千円（８.

０％）の増加となっている。 
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表１０ 

資 本 的 収 支 状 況 年 度 比 較 表 
（単位：円：％） 

区分 

科目 

平成２１年度 平成２０年度 
差引増減 

(A)－(B) 

対20年度 

増減率 (A) 
構成 

比率 
(B) 

構成 

比率 

収 

 

入 

資本的収入 955,140,002 100.0  362,725,194 100.0  592,414,808 163.3 

都 補 助 金 68,507,910 7.2  67,192,000 18.5  1,315,910 2.0 

出 資 金 196,556,000 20.6  192,870,000 53.2  3,686,000 1.9 

寄 附 金 130,000 0.0  60,000 0.0  70,000 116.7 

基金積立金 
利 息 

46,092 0.0  103,194 0.0  △ 57,102 △ 55.3 

他 会 計 
補 助 金 

89,900,000 9.4  102,500,000 28.3  △ 12,600,000 △ 12.3 

他会計からの 
長期借入金 

600,000,000 62.8  0 0.0  600,000,000 皆増 

 

支 

 

出 

資本的支出 448,798,665 100.0  358,324,109 100.0  90,474,556 25.2 

建設改良費 93,186,604 20.8  15,912,582 4.4  77,274,022 485.6 

助産師、看 
護師貸付金 

7,094,000 1.6  750,000 0.2  6,344,000 845.9 

企 業 債 
償 還 金 

348,341,969 77.6  341,498,333 95.3  6,843,636 2.0 

基金積立金 176,092 0.0  163,194 0.0  12,898 7.9 

 

  エ 企業債償還状況は、表１１に示すとおりである。 

 

表１１ 

企 業 債 償 還 状 況 
（単位：円） 

発行総額 
償 還 額 平成20年度末 

現 在 高 当年度償還額 償還額累計 

10,419,000,000 348,341,969 1,187,640,693 9,231,359,307 

 

 ⑵ 建設改良工事について 

   当年度建設改良工事はなかった。 

 ⑶ 有形固定資産の購入状況について 

   有形固定資産購入状況は、表１２に示すとおりである。 

   医療器械等購入費は、９,３１８万７千円で前年度１,５９１万３千円と比べ、

７,７２７万４千円（４８５.６％）の増加となっている。 
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表１２ 

有形固定資産購入状況表（１機100万円以上） 

品    名 
数 
量 

メーカー・規格 
購 入 額 
（円） 

設置場所 納入年月日 

コ ル ポ ス コ ー プ 
（デジタルカメラセット付） 

1 
オリンパス 

ＯＣＳ－５００Ｄ 
1,312,500 

産婦人科 
外来 

H21.7.31 

ダイオニクス２５還流 
シ ス テ ム 

1 
スミスアンドネフュー 

７２２００２０７ 
1,197,000 手術室 H21.8.31 

搬 送 用 保 育 器 1 
アトムメディカル 

Ｖ－７０７ 
1,251,600 ４階東病棟 H21.9.30 

血 液 ガ ス 分 析 装 置 
（プリンター付） 

2 
シーメンス 

１２９８９１ 
2,268,000 

救急室 
手術室 

H21.10.16 

重 心 動 揺 計 1 
アニマ 

Ｇ－６２０ 
3,465,000 

耳鼻咽喉科 
外来 

H21.11.30 

超音波白内障手術装置 1 
日本アルコン 

インフィニティ 
12,999,000 手術室 H21.12.4 

経皮的循環補助システム 
キャピオックスＥＢＳ装置 

1 
テルモ 

ＳＰ－１０１ 
6,163,500 血管撮影室 H21.12.7 

全 身 麻 酔 器 1 
ドレーゲルメディカル 

Ｆabius タイロ 
4,179,000 手術室 H21.12.16 

超 音 波 診 断 装 置 1 
ＧＥヘルスケアジャパン 

ＶiｖiｄＥ９ 
17,850,000 超音波検査室 H21.12.17 

超 音 波 診 断 装 置 1 
ＧＥヘルスケアジャパン 

ＬＯＧＩＱＰ５ 
3,150,000 救急室 H21.12.17 

保 育 器 1 
アトムメディカル 
Ｖ－２１００Ｇ 

2,047,500 新生児室 H22.1.13 

血 液 ガ ス 分 析 装 置 1 
扶桑薬品 

アイスタット１－Ｎ 
1,144,500 小児科 H22.1.18 

生 体 情 報 モ ニ タ 1 
ＧＥヘルスケアジャパン 

ＤＡＳＨ５０００ 
3,832,500 手術室 H22.1.27 

心 電 計 1 
フクダ電子 

ＦＣＰ－７５４１ 
1,500,000 ５階西病棟 H22.2.24 

輸 血 管 理 シ ス テ ム 1 
オーソ 

ＢＴＤ５ 
1,429,407 検査科 H22.3.31 

病 理 シ ス テ ム 1 
富士通 

Ｄｒ.ヘルパー ＢeｇinＳ 
19,687,500 病理検査室 H22.3.31 

 

４ 財政状況について 

 

 病院事業の財政状況は、表１３に示すとおりである。 

 

 ⑴ 資産総額は、１１６億６,２９５万７千円で前年度１１８億７,８７２万９千

円と比べ、２億１,５７７万２千円（１.８％）の減少となっている。 

 

  ア 固定資産は、１０４億９,０９３万８千円で前年度１０８億６,５５２万３

千円と比べ、３億７,４５８万５千円（３.４％）の減少となっている。 

   (ｱ) 有形固定資産は、１０４億３,２１５万１千円で前年度１０８億１, 

４００万５千円と比べ、３億８,１８５万４千円（３.５％）の減少となっ

ている。内訳は、立木・建物・構築物は、前年度と同額である。器械備品

は、３２億９,１８１万５千円で前年度３２億１,１６１万６千円と比べ、

８,０１９万９千円（２.５％）の増加、車両は、０円で前年度３２８万８
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千円と比べ、皆減となっている。なお、償却資産は、減価償却を行ってい

る。 

   (ｲ) 無形固定資産は、１０万２千円で前年度と同額である。 

 

  イ 流動資産は、１１億７,２０１万９千円で前年度１０億１,３２０万６千円

と比べ、１億５,８８１万３千円（１５.７％）の増加となっている。 

   (ｱ) 現金預金は、８,６９８万５千円で前年度８,９２６万５千円と比べ、  

２２８万円（２.６％）の減少となっている。 

   (ｲ) 未収金は、９億６,６３９万１千円で前年度８億７８４万５千円と比べ、

１億５,８５４万６千円（１９.６％）の増加となっている。 

   (ｳ) 貯蔵品は、１億１,１１０万１千円で前年度１億１,０９４万５千円と比

べ、１５万６千円（０.１％）の増加となっている。 

   (ｴ) 前払金は、２３６万９千円で前年度７３万７千円と比べ、１６３万２千

円（２２１.４％）の増加となっている。 

   (ｵ) 保管有価証券は、０円で前年度と同一である。 

   (ｶ) その他流動資産は、５１７万３千円で前年度４４１万３千円と比べ、  

７６万円（１７.２％）の増加となっている。 

 

  ウ 繰延勘定は、０円で前年度と同一である。 

 

 ⑵ 負債総額は、１２億４５３万２千円で前年度９億１,３７６万円と比べ、２億

９,０７７万２千円（３１.８％）の増加となっている。 

 

  ア 固定負債は、６億２,７２４万７千円で前年度６２８万８千円と比べ、６億

２,０９５万９千円（９,８７５.３％）の増加となっている。 

   (ｱ) 退職給与引当金は、１万２千円で前年度と同額である。 

   (ｲ) 修繕引当金は、２,７２３万５千円で前年度６２７万５千円と比べ、２,

０９６万円（３３４.０％）の増加となっている。 

   (ｳ) 他会計借入金は、６億円で前年度と比べ、皆増となっている。 
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  イ 流動負債は、５億７,７２８万５千円で前年度９億７４７万３千円と比べ、

３億３,０１８万８千円（３６.４％）の減少となっている。 

   (ｱ) 未払金は、５億７,１２７万１千円で前年度４億５,２６０万７千円と比

べ、１億１,８６６万４千円（２６.２％）の増加となっている。 

   (ｲ) 医業前受金は、４７０万円で前年度３５４万円と比べ、１１６万円 

（３２.８％）の増加となっている。 

   (ｳ) 預り有価証券は、０円で前年度と同一である。 

   (ｴ) その他流動負債は、１３１万４千円で前年度１３２万６千円と比べ、１

万２千円（０.９％）の減少となっている。 

 

 ⑶ 資本総額は、１０４億５,８４２万５千円で前年度１０９億６,４９６万８千

円と比べ、５億６５４万３千円（４.６％）の減少となっている。 

 

  ア 資本金は、１５０億５,６５９万９千円で前年度１５２億８３８万４千円と

比べ、１億５,１７８万５千円（１.０％）の減少となっている。 

   (ｱ) 自己資本金は、５８億２,５２３万９千円で前年度５６億２,８６８万３

千円と比べ、１億９,６５５万６千円（３.５％）の増加となっている。 

   (ｲ) 借入資本金は、９２億３,１３５万９千円で前年度９５億７,９７０万１

千円と比べ、３億４,８３４万２千円（３.６％）の減少となっている。 

 

  イ 剰余金は、△４５億９,８１７万４千円で前年度△４２億４,３４１万６千

円と比べ、３億５,４７５万８千円（８.４％）の減少となっている。 

   (ｱ) 資本剰余金は、１８億１９２万６千円で前年度１６億４,６７５万６千円

と比べ、１億５,５１７万円（９.４％）の増加となっている。主なものは、

国庫補助金２億９２９万７千円で前年度と同額、都補助金１３億４,９３８

万６千円で前年度１２億８,４２９万３千円と比べ、６,５０９万３千円

（５.１％）の増加、他会計補助金１億９,２４０万円で前年度１億２５０

万円と比べ、８,９９０万円（８７.７％）の増加となっている。 

   (ｲ) 欠損金は、６４億９万９千円で前年度５８億９,０１７万２千円と比べ、

５億９９２万７千円（８.７％）の増加となっている。 
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表１３ 

比 較 貸 借 
 

科     目 

借             方 

平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度 

金  額 構成比 対前年度差引額 
対前年度 

増減率 
金  額 構 成比 

対前年度 

増減率 
金  額 構成比 

資 

 

 

産 

 

 

の 

 

 

部 

固 定 資 産 10,490,938,337 90.0 △374,584,315 △3.4 10,865,522,652 91.5 △4.8 11,408,216,294 91.1 

 

有形固定資産 10,432,150,682 89.4 △381,854,407 △3.5 10,814,005,089 91.0 △4.8 11,357,611,925 90.7 

 

土 地 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 

立 木 34,986,000 0.3 0 0.0 34,986,000 0.3 0.0 34,986,000 0.3 

建 物 12,156,289,428 104.2 0 0.0 12,156,289,428 102.3 0.0 12,156,289,428 97.1 

構 築 物 113,258,350 1.0 0 0.0 113,258,350 1.0 0.0 113,258,350 0.9 

器械備品 3,291,815,479 28.2 80,199,434 2.5 3,211,616,045 27.0 △0.2 3,216,539,403 25.7 

車 両 0 0.0 △3,288,133 皆減 3,288,133 0.0 0.0 3,288,133 0.0 

減価償却累計額 5,164,198,575 △44.3 458,765,708 9.7 4,705,432,867 △ 39.6 12.9 4,166,749,389 △33.3 

無形固定資産 101,508 0.0 0 0.0 101,508 0.0 0.0 101,508 0.0 

 電話加入権 101,508 0.0 0 0.0 101,508 0.0 0.0 101,508 0.0 

投 資 58,686,147 0.5 7,270,092 14.1 51,416,055 0.4 1.8 50,502,861 0.4 

 
長期貸付金 7,844,000 0.1 7,094,000 945.9 750,000 0.0 皆増 0 0.0 

基 金 50,842,147 0.4 176,092 0.3 50,666,055 0.4 0.3 50,502,861 0.4 

流 動 資 産 1,172,019,013 10.0 158,813,101 15.7 1,013,205,912 8.5 △8.9 1,112,090,053 8.9 

 

現 金 預 金 86,985,265 0.7 △2,280,224 △2.6 89,265,489 0.8 62.9 54,808,656 0.4 

未 収 金 966,390,632 8.3 158,545,453 19.6 807,845,179 6.8 △15.0 950,102,957 7.6 

貯 蔵 品 111,101,096 1.0 155,919 0.1 110,945,177 0.9 6.3 104,323,440 0.8 

前 払 金 2,369,020 0.0 1,631,953 221.4 737,067 0.0 皆 増 0 0.0 

保管有価証券 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 

その他流動資産 5,173,000 0.0 760,000 17.2 4,413,000 0.0 54.6 2,855,000 0.0 

繰 延 勘 定 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 

 

新病院建設費繰延勘 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 

          

          

資 産 合 計 11,662,957,350 100.0 △215,771,214 △1.8 11,878,728,564 100.0 △5.1 12,520,306,347 100.0 
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対 照 表 
（単位：円：％） 

科     目 

貸             方 

平成２１年度 平成２０年度 平成１９年度 

金  額 構 成 比 対前年度差引額 
対前年度 

増減率 
金  額 構成比 

対前年度 

増減率 
金  額 構 成 比 

負 

債 

の 

部 

固 定 負 債 627,247,014 5.4 620,959,439 9,876.0 6,287,575 0.1 △61.0 16,115,575 0.1 

 

退職給与引当金 12,312 0.0 0 0.0 12,312 0.0 0.0 12,312 0.0 

修繕引当金 27,234,702 0.2 20,959,439 334.0 6,275,263 0.1 △61.0 16,103,263 0.1 

他会計借入金 600,000,000 5.1 600,000,000 皆増 0 0.0 0.0 0 0.0 

流 動 負 債 577,285,455 4.9 △330,187,058 △36.4 907,472,513 7.6 18.5 765,960,653 6.1 

 

一時借入金 0 0.0 △450,000,000 皆減 450,000,000 3.8 36.4 330,000,000 2.6 

未 払 金 571,271,455 4.9 118,664,942 26.2 452,606,513 3.8 5.3 429,663,653 3.4 

医業前受金 4,700,000 0.0 1,160,000 32.8 3,540,000 0.0 △26.4 4,810,000 0.0 

預り有価証券 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 

その他流動負債 1,314,000 0.0 △ 12,000 △0.9 1,326,000 0.0 △10.8 1,487,000 0.0 

負 債 合 計 1,204,532,469 10.3 290,772,381 31.8 913,760,088 7.7 16.8 782,076,228 6.2 

資 

 

本 

 

の 

 

部 

資 本 金 15,056,598,518 129.1 △151,785,969 △1.0 15,208,384,487 128.0 △1.0 15,357,012,820 122.7 

 

自己資本金 5,825,239,211 49.9 196,556,000 3.5 5,628,683,211 47.4 3.5 5,435,813,211 43.4 

借入資本金 9,231,359,307 79.2 △348,341,969 △3.6 9,579,701,276 80.6 △3.4 9,921,199,609 79.2 

 企 業 債 9,231,359,307 79.2 △348,341,969 △3.6 9,579,701,276 80.6 △3.4 9,921,199,609 79.2 

剰 余 金 △4,598,173,637 △39.4 △354,757,626 8.4 △4,243,416,011 △35.7 17.3 △3,618,782,701 △28.9 

 

資本剰余金 1,801,925,739 15.4 155,169,777 9.4 1,646,755,962 13.9 11.5 1,476,900,768 11.8 

 

国庫補助金 209,297,237 1.8 0 0.0 209,297,237 1.8 0.0 209,297,237 1.7 

都補助金 1,349,386,355 11.6 65,093,685 5.1 1,284,292,670 10.8 5.5 1,217,100,670 9.7 

他会計補助金 192,400,000 1.6 89,900,000 87.7 102,500,000 0.9 皆増 0 0.0 

寄 附 金 50,661,475 0.4 130,000 0.3 50,531,475 0.4 0.1 50,471,475 0.4 

基金積立金利息 180,672 0.0 46,092 34.2 134,580 0.0 328.8 31,386 0.0 

欠 損 金 6,400,099,376 △54.9 509,927,403 8.7 5,890,171,973 △49.6 15.6 5,095,683,469 △ 40.7 

 
当 年 度 末 
処理欠損金 

6,400,099,376 △54.9 509,927,403 8.7 5,890,171,973 △49.6 15.6 5,095,683,469 △ 40.7 

資 本 合 計 10,458,424,881 89.7 △506,543,595 △4.6 10,964,968,476 92.3 △6.6 11,738,230,119 93.8 

負 債 資 本 合 計 11,662,957,350 100.0 △215,771,214 △1.8 11,878,728,564 100.0 △5.1 12,520,306,347 100.0 
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第３ 意見・要望等 
 

 平成２１年度市立病院事業会計決算における損益の状況は、平成２１年２月に策

定した「日野市立病院改革プラン（経営健全化計画）」に沿って経営改善及び意識改

革に努めた結果、純損失額が５億９９２万７千円で、前年度７億９,４４８万９千円

と比較すると２億８,４５６万２千円（３５.８％）減少した。 

 病院利用状況は、入院患者数８万２,０４８人で、前年度比１９.０％増加した。

病床利用率は７４.９％で、前年度比１１.９ポイント増加した。外来患者数は１９

万９,９８７人で、前年度比６.０％増加した。 

 収益的収支の状況は、病院事業収益が６６億９,１２２万２千円で、前年度比９.

６％増加した。うち医業収益は５７億１,６９５万円で、前年度比１７.３％増加し

た。医業収益のうち、入院収益は３４億８,８１５万１千円で、前年度比２５.６％

増加した。外来収益は２０億２,８２２万８千円で、前年度比５.４％増加した。医

業収益の増は病床利用率と外来患者数の増加及び入院患者１人当り単価が増加した

ことによるものである。 

 病院事業費用は７２億１１４万９千円で、前年度比４.４％増加した。うち医業費

用は６９億９,８６８万５千円で、前年度比５.１％増加した。医業費用の増は給与

費が職員数の増加により７.５％、材料費が入院患者数の増加により９.９％、経費

がインフルエンザ等対策のため、特別棟の借上げ等があり２.８％増加したことによ

るものである。 

 資本的収入及び支出の状況は、資本的収入が９億５,５１４万円で、前年度比  

１６３．３％増加した。今年度は一般会計から長期借入金として６億円を借り入れ

た。 

 資本的支出は４億４,８７９万９千円で前年度比２５.２％増加した。うち有形固

定資産購入費は９,３１８万７千円で、耐用年数が経過した医療機器の購入を行った。

企業債償還金は３億４,８３４万２千円である。 

 平成２１年度の市立病院の経営成績は、純損失額が前年度と比較して２億８,  

４５６万２千円（３５.８％）減少し、経営改善が図られたが、依然として５億   

９９２万７千円の赤字決算になっている。また、平成２１年度末未処理欠損金は  
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６４億９万９千円に増加した。 

 主な経営指標で前年度と「市立病院改革プラン」の目標数値との比較をしてみる

と、経常収支比率は９２.８％で、前年度比４.４ポイントの増加であったが、目標

値に比べると５.６ポイント下回った。 

 医業収支比率は８７.０％で、前年度比７.４ポイントの増加であったが、目標値

に比べると５.８ポイント下回った。 

 給与費対医業収益比率は４５.５％で、前年度比３.１ポイントの減少であったが、

目標値に比べると４.９ポイント上回った。 

 材料費対医業収益比率は２７.８％で、前年度比１.２ポイントの減少であったが、

目標値に比べると０.１ポイント上回った。 

 病床利用率は７４.９％で、前年度比１１.９ポイントの増加であったが、目標値

に比べると６.６ポイント下回った。 

 医療を取り巻く環境が大きく変化する中で、公立病院の経営状況は極めて厳しい

状況に置かれているが、地域の中核病院として、引き続き経営改善に取り組むとと

もに、良質な医療を継続して提供できる体制を構築することを期待する。また今後

も職員の意識改革を進め、市立病院が市民から信頼され選ばれる病院となることを

期待する。 

 

 次に、平成２１年度の決算審査において３点の要望をする。 

１ 経営指標のさらなる改善に向けて 

  経営改善及び意識改革に努めた結果、前年度に比較して改善しているが、さら

に改善するために、収益については、病床利用率、患者紹介率の向上、及び請求

漏れ等の防止を図る。費用については、薬品や診療材料の在庫管理の徹底を図る

とともに、委託経費についても内容及び方法を十分に精査し、市立病院改革プラ

ンの目標値を達成していくよう全力で取り組んで頂きたい。 

 

２ 会計基準について 

  平成２２年度４月の事業報告書に計上されている医業収益は６,２７２万８千

円（現金主義）であるが、実際の４月中の医業収益は４億８,３６９万２千円（発
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生主義）である。この差額は社会保険診療報酬支払基金等からの支払いが２ヵ月

後でなければ収益として計上されないからである。 

  ４月中の稼動収益は４月中の成績として表示することにより、正しい期間損益

計算を通じて正しい経営判断ができ、かつ、携わった職員の誇りにも通じるもの

と思慮されるので、現金主義会計から発生主義会計に変更することを検討して頂

きたい。 

 

３ 棚卸方法について 

  薬品等の仕入れについては、正確に記帳されており問題はないが、期末棚卸高

の評価については、実地棚卸方法を採用している。 

  これについて帳簿棚卸方法と併用して評価することにより、実際に治療のため

に消費したものと、治療以外（盗難等）で消費したものとの区別ができるし、薬

品等の管理上有益と思われるので、内部で検討して頂きたい。 

 

注：主な経営指標は「地方公営企業決算の状況」の数値を使用し、消費税額を含ま

ないため、決算数値とは異なる。 
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参 考 

収 益 的 収 入 及 び 支 出 等 の 推 移 
（単位：円：％：ポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    内       訳

5,716,950,036 4,872,321,391 5,353,585,111 844,628,645 17.3 ―

3,488,151,064 2,777,130,518 3,040,624,589 711,020,546 25.6 ―

2,028,228,149 1,923,716,589 2,089,857,049 104,511,560 5.4 ―

200,570,823 171,474,284 223,103,473 29,096,539 17.0 ―

負担金交付金 513,152,000 589,120,000 460,145,000 △ 75,968,000 △ 12.9 ―

補助金 20,656,000 197,500,000 0 △ 176,844,000 △ 89.5 ―

2,865,000 3,823,000 3,963,000 △ 958,000 △ 25.1 ―

349,712,972 362,805,000 359,478,000 △ 13,092,028 △ 3.6 ―

886,385,972 1,153,248,000 823,586,000 △ 266,862,028 △ 23.1 ―

6,998,684,600 6,661,143,415 6,723,824,254 337,541,185 5.1 ―

3,290,911,044 3,060,122,962 2,950,333,175 230,788,082 7.5 ―

57.6 62.8 55.1 ― ― △ 5.2

74.9 63.0 67.1 ― ― 11.9

81.7 73.1 79.6 ― ― 8.6

増減額

医業収支比率　Ａ／Ｂ　

医業費用（Ｂ）

職員給与費（Ｃ）

職員給与費対医業収益比率　C/A

病床利用率

医業収益(A）

平成19年度

増減

入院収益

増減率

対20年度増減比較

       年      度

平成21年度 平成20年度

内　訳

繰入金

一 般 会 計
繰   入   金

都補助金

国庫補助金

合計

その他医業収益

外来収益


